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1 カプセル内視鏡が診断に有用であった小腸粘膜

下腫痔の3例
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〔症例 1〕78歳,男性.腎機能悪化のために撮影

されたCTで小腸壁肥厚を指摘 された.VCEで多

発する隆起病変を認め,DBEではBVより1mm

ほど口側に発赤 した小腸上皮に覆われた隆起を

認めた.診断はNETであった.

〔症例 2〕65歳,女性.造影 CTで空腸内に腫癌

を指摘,VCEで潰癌を伴う球形の SMTを指摘で

きた.

〔症例 3〕33歳,男性.黒色便を自覚 しEGDに

て所見なく,造影 CTで空腸に造影効果を伴う腫

癌を認め,VCEで上部空腸に活動性出血を伴 う

SMTを指摘できた.

2009年から2012年まで当施設の小腸腫癌は8

例で,GIST3例,腺癌 2例,渡海性 リンパ腫 1例,

悪性 リンパ腫 1例,NETl例であった.VCEは診

断能 40-60%であり,VCEとDBEは相補的な

検査と位置づけられているが,overtOGIBの場

合は所見を得やす く手術前の検査として有用で

あることが考えられた.
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2 遡及的検討が可能であった高齢者大腸癌の2例
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遡及的検討が可能な2症例で明らかとなる高

齢者大腸癌の問題点を検討したい.

〔症例 1〕85歳,男性.DM,脂肪肝で加療中,

66歳から75歳まで多発腺腫にて計 6回 CF施行.

85歳時,5-6年前からの下血と貧血のため本年 5

月 CF施行.進行癌を指摘 され,6月手術.Rb,

35mm2型,MP,Nl,経口抗癌剤投与中.

〔症例 2〕84歳,男性.HT,CRF,哨息で加療中,

72歳から76歳まで多発腺腫にて計 7回 CF施行.

80歳時,下痢で CF施行した際に肝琴曲部の結節

集族型病変 (生検 G3)を指摘 されるも,内視鏡

治療を拒否しその後 CFも受けず.84歳時,本年

5月胆嚢炎で内科入院加療.6月 CFにて進行癌

を指摘 されるも手術拒否.その後イレウスで再入

院 し7月手術.T,2型,SI(十二指腸),N2以上,

Pl(胆嚢紫膜に癌浸潤あり),姑息的切除であっ

たがイレウスは解除 し9月上旬に内科転科.CRF

が進行,肺炎を併発し9月下旬死亡.

3 分子標的薬併用化学療法で 5年以上治療継続

している再発大腸癌症例

船越 和博 ･青柳 智也 ･栗田 聡

佐々木俊哉 ･本山 展隆 ･加藤 俊幸

県立がんセンター新潟病院内科

〔症例 1〕60歳台,男性.2006年 6月,直腸癌に

て手術,StageIIIb.2007年 7月,肺 .肝転移が出

現 し,同年 8月よりFOLFOX4/mFOLFOX6+
BEV33,FOLFIRI+BEV21,CPT-ll+CET3,

FOLFIRl+CET14,FOLFIRI+PANI4コース

施行.

〔症例 2〕00 歳台,男性.2004年 12月,S状結腸

癌にて手術,StageⅣ.2006年 12月,多発肺転移が

出現 し,2007年 7月よりFOLFOX4/mFOLFOX

6+ BEV15,FOLFIRI+BEV52,FOLFIRl+


